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次
回
は
九
月
三
日
に
八
王
子
Ａ
対
神
奈
川
Ａ
、

八
王
子
Ｂ
対
新
橋
Ａ
の
組
み
合
わ
せ
で
準
決
勝
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
決
勝
と
三
位
決
定
戦
が
行
わ
れ

る
。
優
勝
旗
を
目
指
し
た
熱
い
試
合
を
再
び
期
待

し
た
い
。
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国 

労 

加 

入 

を

大
胆
に
訴
え
よ
う

　

第
三
七
回
国
労
東
京
委
員
長
杯
争
奪
軟
式
野

球
大
会
の
第
一
日
目
（
一
回
戦
・
二
回
戦
の
九

試
合
）
が
八
月
七
日
、
品
川
区
の
大
井
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

一
〇
時
か
ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、
常
盤
教
宣
部

長
の
開
会
宣
言
、
石
上
委
員
長
の
大
会
委
員
長
あ

い
さ
つ
、
前
回
優
勝
の
新
橋
支
部
山
田
委
員
長
か

ら
の
優
勝
旗
返
還
、
審
判
団
坂
本
審
判
長
か
ら
の

諸
注
意
が
あ
り
、
最
後
に
八
王
子
Ｂ
チ
ー
ム
の
内

藤
栄
三
（
豊
田
車
セ
分
会
）
選
手
の
力
強
い
選
手

黒
岩
重
男

　
（
中
央
・
東
工
所
）

水
越
孔
智

　
（
八
王
子
・
立
川
車
掌
区
）

地
口
明
世

　
（
新
橋
・
新
宿
駅
）

松
本
秀
教

　
（
新
橋
・
東
京
車
掌
区
）

中
山
健
一

　
（
新
幹
線
・
家
族
）

宣
誓
が
行
わ
れ
、
一
日
目
の
熱
戦
に
入
っ
た
。

　

晴
天
の
八
月
と
あ
っ
て
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
的

に
は
き
つ
い
も
の
が
あ
っ
た
が
、
比
較
的
風
が
強

く
わ
ず
か
な
が
ら
も
暑
さ
が
緩
和
で
き
た
。
一
回

戦
一
一
時
か
ら
の
第
一
試
合
で
は
、
開
始
前
に
石

上
委
員
長
の
始
球
式
が
あ
り
、
予
想
を
覆
す
ス
ト

ラ
イ
ク
投
球
と
な
り
、
球
場
を
沸
か
せ
、
試
合
が

始
ま
っ
た
。
八
王
子
Ａ
（
八
王
子
地
区
協
）
対
中

央
支
部
が
行
わ
れ
一
六
対
二
で
八
王
子
Ａ
の
圧
勝
。

大
井
工
場
対
新
幹
線
地
本
で
は
好
ゲ
ー
ム
が
展
開

さ
れ
、
中
山
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
効
い
て
三
対

二
で
新
幹
線
の
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
利
。
大
宮
Ｂ(

電

気
連
合)

対
神
奈
川
Ｂ
（
横
浜
線
連
合
）
は
接
戦

の
末
、
八
対
七
で
神
奈
川
Ｂ
の
逃
げ
切
り
勝
ち
。

　

一
二
時
四
〇
分
か
ら
の
第
二
試
合
で
は
、
八
王

子
Ｂ
（
豊
田
車
セ
）
対
上
野
支
部
（
施
設
連
合
）

が
行
わ
れ
八
王
子
Ｂ
が
五
対
四
で
接
戦
を
制
し
た
。

神
奈
川
Ａ(

中
原
電
車
区)

対
新
橋
Ｂ
（
東
京
貨
物

タ
）
で
は
強
豪
中
原
電
車
区
が
三
一
対
二
で
貫
禄

勝
ち
。

　

一
四
時
半
か
ら
は
二
回
戦
が
行
わ
れ
、
八
王
子

Ａ
対
自
動
車
支
部
の
試
合
で
は
、
二
九
対
〇
で
八

王
子
Ａ
の
圧
勝
。
神
奈
川
Ｂ
対
新
橋
Ａ（
東
京
駅
）

で
は
ホ
ー
ム
ラ
ン
も
あ
っ
て
一
四
対
三
で
新
橋

Ａ
。
八
王
子
Ｂ
対
新
幹
線
で
は
、
勢
い
に
乗
る
八

王
子
Ｂ
が
一
三
対
二
で
八
王
子
Ｂ
が
勝
利
し
、
八

王
子
地
区
本
部
は
二
チ
ー
ム
と
も
準
決
勝
に
進
出

し
た
。
大
宮
Ａ
（
大
宮
工
場
）
対
神
奈
川
Ａ
で
は

実
力
が
拮
抗
し
、
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
、
七
対

七
で
決
着
が
つ
か
ず
、
延
長
戦
で
は
な
く
無
死
満

塁
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
特
別
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
、

二
対
一
で
神
奈
川
Ａ
チ
ー
ム
が
勝
利
を
も
ぎ
取
っ

　

八
月
一
日
、
恒
例
の
鉄
関
労
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交

流
会
が
、
立
川
の
昭
和
記
念
公
園
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

広
場
で
開
か
れ
た
。

　

鉄
構
労
を
は
じ
め
と
す
る
他
単
産
の
仲
間
や
家
族

が
約
五
〇
名
が
集
ま
り
、
肉
・
野
菜
・
焼
き
そ
ば
そ

し
て
、
ビ
ー
ル
と
焼
酎
で
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
お
お

い
に
発
散
さ
せ
ま
し
た
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
行

わ
れ
、
子
供
も
大
人
も
一
喜
一
憂
で
真
夏
の
一

日
を
真
っ
黒
に
な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
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。

　

さ
ら
に
横
浜
人
活
事
件
に
関
す
る
民
事
・
刑
事

す
べ
て
の
事
件
で
被
告
側
主
張
は
否
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
、
二
〇
〇
四
年
二
月
解
決
時
に
運

輸
機
構
側
と
交
わ
し
た
確
認
書
で
は
、「
非
違
行

為
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
明
記

さ
れ
、
暴
力
行
為
だ
け
で
な
く
そ
れ
以
外
も
存
在

し
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
そ
の

時
点
で
機
構
側
は
本
件
原
告
三
人
に
つ
い
て
も
非

違
行
為
不
存
在
、
停
職
処
分
は
違
法
で
あ
っ
て
効

力
は
有
し
な
い
と
判
断
す
べ
き
だ
っ
た
と
し
、
今

こ
そ
裁
判
所
の
判
決
で
運
輸
機
構
側
に
解
決
の
判

断
を
迫
る
時
だ
と
主
張
し
た
。

　

松
本
、
平
石
、
岡
各
原
告
の
意
見
陳
述
で
は
、

「
暴
力
行
為
を
で
っ
ち
上
げ
懲
戒
免
職
は
許
せ
な

い
、
争
議
に
費
や
し
た
二
三
年
間
を
返
し
て
ほ
し

　

国
労
横
浜
人
活
訴
訟
第
一
四
回
裁
判
の
最
終
弁

論
が
八
月
六
日
一
一
時
か
ら
横
浜
地
裁
一
〇
一
号

法
廷
で
行
わ
れ
た
。

　

裁
判
は
、
原
告
の
横
浜
人
活
訴
訟
団
側
か
ら
岩

村
弁
護
士
、
福
田
弁
護
士
の
意
見
陳
述
と
、
三

人
の
原
告
団
か
ら
意
見
陳
述
が
行
わ
れ
結
審
と
な

り
、
判
決
の
期
日
は
一
二
月
二
二
日
と
指
定
さ
れ

た
。

　

岩
村
弁
護
士
の
意
見
陳
述
で
は
、
懲
戒
免
職
と

な
っ
た
五
名
の
事
件
解
決
時
に
、
当
時
の
国
交
省

鉄
道
局
長
が
「
本
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
は
誠
に

遺
憾
、
本
人
と
家
族
の
ご
労
苦
を
思
う
と
痛
恨
の

思
い
が
す
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
こ
と
や
、
勝
利

解
決
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
当
時
の
鉄
道
局
次
長
が
出

席
し
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、「
こ

こ
に
横
浜
人
活
事
件
の
特
性
が
あ
る
」
と
指
摘
し

　

八
王
子
地
区
本
部
は
、
八
月
一
日
に
八
王
子
労

政
会
館
に
お
い
て
組
織
拡
大
経
験
交
流
会
を
開
催

し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
は
小
山
委
員
長
か
ら
「
職
場

で
国
労
一
人
に
な
っ
て
も
頑
張
る
事
は
大
事
だ
が
、

仲
間
を
増
や
し
て
共
に
頑
張
る
事
が
重
要
」
な
ど

の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。
地
本
宮
﨑
組
織
部
長
の

来
賓
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
地
区
本
部
増
野
組
織
部

長
よ
り
「
西
国
分
寺
駅
連
の
加
入
に
向
け
た
取
り

組
み
の
再
確
認
を
し
よ
う
。
会
社
・
他
労
組
を
含
め

て
分
会
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
の
把
握
を
し
、
画

一
的
で
は
な
い
独
自
の
方
法
を
考
え
よ
う
」
な
ど

と
提
起
が
さ
れ
た
。
続
い
て
東
京
貨
物
協
議
会
の

鈴
木
事
務
長
か
ら
「
貨
物
職
場
に
お
け
る
国
労
加

入
と
今
後
の
組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
て
」
と
題
し

た
講
演
が
あ
り
、
東
京
貨
物
タ
分
会
や
梶
ヶ
谷
タ

分
会
の
努
力
の
結
果
国
労
加
入
に
つ
な
が
っ
た
事
、

判
所
に
公
正
な
判
決
を
求
め
た
。

　

さ
ら
に
福
田
弁
護
士
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
会
長
の
葛

西
氏
が
著
書
の
「
国
鉄
改
革
の
真
実
」
の
中
で
、

一
九
八
六
年
一
二
月
当
時
の
杉
浦
国
鉄
総
裁
と
の

会
談
で
、
本
州
で
定
員
割
れ
に
な
っ
て
も
国
労
排

除
を
何
と
か
し
た
い
と
話
し
合
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
書
い
て
い
る
事
実
を
示
し
、
本
事
件
停
職
処
分

の
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　

裁
判
後
、
弁
護
士
会
館
に
於
い
て
一
〇
〇
名
を

超
す
参
加
者
の
も
と
で
報
告
集
会
が
行
わ
れ
、
判

決
日
と
な
っ
た
一
二
月
二
二
日
ま
で
に
あ
ら
ゆ
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
勝
利
判
決
を
勝
ち
取
る
こ

と
、
そ
し
て
不
採
用
事
件
全
体
の
勝
利
解
決
促
進

に
つ
な
げ
る
こ
と
な
ど
を
参
加
者
全
体
で
確
認
し

合
っ
た
。

東
貨
協
の
取
り
組
み
な
ど
が
話
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
各
分
会
か
ら
取
り
組
み
の
報
告
が
さ
れ
、

「
分
会
の
様
々
な
行
事
に
多
く
の
若
手
を
誘
っ
て
来

て
も
ら
っ
て
い
る
」「
加
入
に
向
け
た
分
会
独
自
パ

ン
フ
を
作
っ
て
い
る
」「
国
労
組
合
員
が
定
時
で
帰

り
若
手
が
常
に
残
業
し
て
い
る
事
か
ら
、
若
手
が
年

配
者
に
業
務
を
頼
み
づ
ら
い
、
と
い
っ
た
気
持
ち
が

あ
る
事
を
つ
か
み
、頼
み
や
す
い
（
頼
ま
れ
や
す
い
）

職
場
雰
囲
気
作
り
を
始
め
た
」「
話
し
や
す
い
職
場

雰
囲
気
作
り
に
つ
と
め
、
転
勤
の
国
労
組
合
員
に

若
手
か
ら
餞
別
が
来
た
」「
二
〇
年
間
守
り
に
徹
し

て
き
た
組
合
。
な
か
な
か
意
識
が
変
わ
ら
な
い
が
、

個
別
に
は
様
々
に
取
り
組
ん
で
交
流
も
あ
る
」「
人

間
関
係
作
り
を
分
会
と
し
て
意
思
統
一
」
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
報
告
が
さ
れ
た
。
最
後
に
横
森

書
記
長
か
ら
「
東
所
沢
駅
で
の
国
労
加
入
の
教
訓

は
、
日
常
的
分
会
活
動
・
職
場
活
動
が
あ
っ
た
か
ら
、

『
国
労
に
来
な
よ
』
と
自
信
を
も
っ
て
呼
び
か
け
る

こ
と
が
で
た
、
と
思
う
。『
国
労
に
来
て
共
に
頑
張

ろ
う
！
』
と
呼
び
か
け
る
た
め
に
も
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
日
常
的
分
会
活
動
を
強
め
よ
う
！
」
な

ど
の
ま
と
め
が
あ
り
、
最
後
に
雨
宮
副
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
地
区
本
部
の
全
分
会
が
取
り

組
む
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。
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２００９年１０月
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い
」「
裁
判
所
は
不
公
正
を
た
だ
し
、
一
日
も
早

く
名
誉
を
回
復
し
仕
事
を
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
裁


